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は
じ
め
に 

薬
種
商
坂
本
氏
は
、
文
政
五
年(

一
八
二
二)

頃
か
ら
天
保
十
三
年(

一
八
四
二)

頃
迄
各
種
版
本

や
錦
絵
類
に
広
告
文
句「
お
顔
の
お
薬 

美
艶
仙
女
香
」や
包
紙
等
を
継
続
し
て
掲
載
し
、
自
家
の

化
粧
品
の
宣
伝
を
弘
め
て
い
る
。
狂
歌
堂
真
顔
の
狂
句「
中
は
し
の
お
ま
ん
が
紅
も
京
は
し
の
お
せ

ん
女
香
の
つ
や
に
お
よ
は
し
」(『
春
色
袖
乃
梅
』二
編
上
之
巻
見
返
し
や
双
六「
狂
詠
江
戸
の
は
な
」

等)

も
宣
伝
文
句
に
使
用
も
し
て
い
る
。
従
来
こ
の
よ
う
な
広
告
方
法
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、

こ
れ
ほ
ど
長
年
に
わ
た
っ
て
、
多
数
掲
載
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
種
々
論
議(

１)

が
な
さ
れ
て
き
た
。

た
だ
役
者
絵
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
全
体
的
な
考
察
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
此
度
、
役
者
絵
や
役
者
達
と
の
関
り
の
一
部
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
、
試
論
と
し
た
い
。
そ
れ
に

加
え
て
、
背
後
に
い
た
仕
掛
人
に
つ
い
て
も
若
干
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
一
章 

天
保
五
年(

一
八
三
四)

森
田
座
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

白
粉「
美
艶
仙
女
香
」や
白
髪
染「
美
玄
香
」を
扱
う
薬
種
商
坂
本
氏
の
店
は
も
と
も
と
京
橋
南

伝
馬
町
三
丁
目
に
あ
っ
た
が
、
文
政
十
一
年(

一
八
二
八)

夏
に
京
橋
南
壱
丁
目
四
ッ
角(

京
橋
の
銀

座
町
二
丁
目
か
ど)

に
引
き
移
り
、
天
保
五
年
に
ま
た
元
の
地
に
戻
っ
て
い
る
。(

２) 

こ
れ
ま
で
も
広

告
宣
伝
に
努
め
て
き
て
い
る
が
、
と
く
に
天
保
四
年(

一
八
三
三)

に
は
、『
白
木
屋
白
妙
黒
井
九
郎

治 
恋
衣
仙
女
薫
』(

二
世
恋
川
春
町
作 

二
代
北
尾
重
政
画)

が
準
広
告
文
学
と
し
て
、
西
村
屋

与
八
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。(

３)  

坂
本
氏
が
元
の
地
に
戻
っ
た
同
年
二
月
に
三
座
は
類
焼
し
、
も
っ
と
も
早
く
本
普
請
が
な
っ
た
森

田
座
の
五
月
、
九
月
、
十
一
月
興
行
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
坂
本
氏
も
舞
台
で
の
キ
ャ
ン

要旨 

文政 5 年(1822)頃から、種々の版本や錦絵に頻繁にその名が見える、「お顔のお薬 

美艶仙女香 坂本氏」については、広告や化粧などの分野で多数の論考が既にある

が、役者絵の分野ではまだあまり論じられていないと考えられる。今回、役者の口上や

宣伝を描いた役者絵を取り上げてみたい。関連してこの宣伝の仕掛人についても若干

触れる。 

abstract 

While there has already been much discussion in the fields of advertising 
and cosmetic history about the name "Okao no Okusuri Bien Senjo Ko 
Sakamoto"(Sakamoto, [maker of] Bien Senjo Ko medicine for the face) which 
frequently appears in various types of printed books and ukiyo-e prints from 
around 1822 (Bunsei 5), there has perhaps not yet been much discussion of this 
in studies of yakusha-e (actor prints). In this paper, I would like to examine 
actor prints depicting actors' onstage announcements or publicity. I also touch 
briefly on the producers of this publicity.  
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ペ
ー
ン
を
行
い
、
改
め
て
周
知
を
は
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
以
下
に
挙
げ
る

舞
台
図
以
外
に
記
載
が
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
ら
な
い
。
天
保
六
年(

一
八
三
五)

刊
役
者
評
判
記『
役

者
現
銀
店
』に
も
な
く
、
五
月
、
十
一
月
の
役
割
番
付
に
商
人
名
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。 

な
お
、
森
田
座
は
座
元
四
代
目
坂
東
三
津
五
郎
、
立
作
者
は
三
世
並
木
五
瓶
で
あ
る
。 

○
天
保
五
年
五
月
森
田
座「
妹
背
山
婦
女
庭
訓
」 

三
段
目(

杉
酒
屋)

の
口 

こ
の
舞
台
で
は
、
市
川
銀
兵
衛
に
よ
る
仙
女
香
の
売
立
が
描
か
れ
た
舞
台
図
が
あ
る
。
辻
番
付

や
絵
本
番
付
に
記
載
が
な
い
が
、
役
割
番
付
に「
仙
女
香
坂
本
□(

不
読)

兵
衛 

市
川
銀
兵
衛
」の

役
名
が
あ
る
の
で
実
際
に
上
演
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
画
中
の
せ
り
ふ
は
、「
う
い
ろ
う
売

り
」の
よ
う
に
、
先
ず
最
初
に
製
造
元
の
坂
本
氏
を
広
告
し
、
仙
女
香
・美
玄
香
の
由
来
効
能
を
説

明
し
、
早
口
言
葉
を
連
発
し
た
と
思
わ
れ
、
衣
裳
も「
う
い
ろ
う
売
り
」を
踏
襲
し
て
い
る
。 

参
考
と
し
て
あ
げ
た
う
い
ろ
う
売
り
の
図
1
は
、
天
保
三
年(

一
八
三
二)

三
月
市
村
座「
隅
田

川
花
御
所
染
」で
、
六
代
目
市
川
海
老
蔵
か
ら
八
代
目
団
十
郎
を
襲
名
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
。 

図
2
は
詞
章
部
分
が
両
端
切
断
さ
れ
て
い
る
の
で
、
別
版
の
同
部
分
を
拡
大
し
て
掲
載
す
る
。 

な
お
こ
ち
ら
の
方
は
柿
色
部
分
が
退
色
し
て
い
る
。 

画
中
文
字
は
、
句
読
点
を
適
宜
加
え
、
平
仮
名
が
多
く
読
み
づ
ら
い
部
分
は
最
小
限
漢
字
に
替

え
て
い
る
。
な
お
、
振
り
仮
名
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
に
限
定
す
る
。

以
下
同
様
で
あ
る
。 

図 1 国貞画 「鏡山行列之図」三枚続の内 

『八代目市川団十郎画像資料集』Ⅰp26-1 

図 2 「仙女香の商人箱虎 市川銀兵衛」 歌川国貞(五渡亭国貞画) 大判 蔦屋吉蔵 極 個人蔵 
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画
中
文
字
は
、「
拙
者
親
方
と
申
升
る
は
、
何
れ
も
様
は
御
存
じ
も
厶
り
升
ふ
が
、
御
江
戸
京
ば

し
仙
女
香
通
り
町
に
て
伝
馬
町
、
京
ば
し
よ
り
は
少
北
西
中
程
に
目
印
、
八
ッ
棟
造
り
に
厶
ら
ね

ど
、
家
根
に
べ
つ
た
り
金
か
ん
ば
ん
、
家
で
ん
美
艶
仙
女
香
、
坂
本
氏
が
数
年
の
見
せ
。
ま
づ
元
朝
よ

り
大
晦
日
ま
で
、
御
手
に
入
ま
す
此
お
し
ろ
い
。
む
か
し
で
ん
ら
い
の
清
人
長
崎
丸
山
の
遊
女
に
あ

た
へ、
ゆ
ゑ
有
て
私
方
に
で
ん
ら
い
し
、
今
も
つ
は
ら
に
流
行
し
、
そ
こ
で
も
こ
ゝ
で
も
仙
女
香
。
お
屋

敷
方
で
は
と
り
わ
け
て
、
お
か
ほ
の
薬
の
景
物
に
、
十
包
以
上
お
も
と
め
な
さ
れ
ば
、
半
四
郎
で
も

坂
三
津
で
も
、
好
な
役
者
の
自
書
の
扇
さ
し
上
升
る
が
、
家
の
か
ぶ
。
ま
だ
此
ほ
か
に
黒
油
美
玄
香

と
名
つ
け
し
は
、
斎
藤
別
当
実
盛
＊
に
あ
ら
ね
ど
も
、
白
髪
を
そ
め
る
黒
油
、
い
つ
も
舞
台
で
箱
虎

が
ひ
ろ
め
升
る
。
廻
る
は

〱
、
お
い
ら
ん
夜
鷹
陰
間
ま
で
も
、
顔
に
化
粧
の
お
方
な
ら
、
此
御
く
す

り
仙
女
香
に
う
え
こ
す
お
し
ろ
い
厶
り
升
せ
ぬ
。
有
な
ら
買
う
べ
い
も
つ
て
こ
い
。
瀧
登
り
は
お
ら
が

親
方
、
見
よ
ふ
三
升
の
流
れ
を
汲
市
川
銀
兵
衛
箱
虎
が
、
亭
主
に
代
ッ
て
仙
女
香
弘
メ
升
る
売
升

る
。
う
ら
ね
ば
成
ら
ぬ
と
息
せ
い
は
つ
て
、
真
ッ
黒
に
成
る
美
玄
香
又
愛
嬌
の
仙
女
香
、
御
風
興
の

口
上
と
、
ホ
ゝ
敬
曰
。 

妹
背
山
婦
女
庭
訓 

三
段
目
の
口
に
て
相
勤
申
候
。 

仙
女
香
の
商
人
箱

虎 

市
川
銀
兵
衛 

木
挽
町
森
田
座
」 

＊
斎
藤
別
当
実
盛 

源
義
仲
軍
と
戦
う
際
、
老
年
を
隠
す
た
め
髪
を
黒
く
染
め
て
出
陣
し
た
と

い
う
武
将
。(「
源
平
布
引
瀧
」な
ど) 

と
あ
る
。
坂
本
氏
の
宣
伝
文
句
に
つ
い
て
は
、
別
項
で
取
り
上
げ
る
。 

版
元
蔦
屋
吉
蔵
は
、
こ
の
頃
坂
本
氏
の
取
次
所(

「
天
保
六
乙
未
新
版
稗
史
類
□
□
」)

を
し
て
い

る
関
係
も
あ
り
、
宣
伝
す
る
こ
の
役
者
絵
を
刊
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。(

図
3)
ほ
か
に
竹
内
孫
八

(

保
永
堂)

も
こ
の
頃
取
次
を
始
め
た
よ
う
で
、「
仙
女
香
取
次
」・「
美
玄
香
取
次
」と
記
載
し
た
冊

子
型
に
役
者
半
身
像
を
描
い
た「
千
社
詣
」な
ど
を
刊
行
し
、「
東
海
道
五
十
三
次
」中
に
も
宣
伝

を
入
れ
た
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

年
代
に
よ
り
、
取
次
所
は
変
更
が
あ
る
が
、
絵
草
紙
屋
が
多
数
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
政
六
年

(

一
八
二
三)

頃
の
一
覧
で
は
一
番
多
く
、
次
に
水
茶
屋
が
続
い
て
い
る
。
書
物
や
、
料
理
茶
屋
、
舟

や
ど
、
こ
ま
も
の
や
、
あ
ら
も
の
や
、
奉
公
人
口
入
所
、
筆
す
み
や
、
人
形
や
、
か
ご
や
、
す
り
も

の
や
、
あ
は
も
ち
や
、
た
び
や
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
多
種
多
様
な
商
売
の
お
店
が
七
十
軒
ほ
ど
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
た
だ
こ
の
時
期
は
蔦
屋
の
名
前
は
な
く
、
こ
の
頃
は

山
本
平
吉
、
丸
屋
文
右
衛
門
、
つ
る
屋
金
助
、
西
村
与
八
、
岩
戸
屋
喜
三
郎
、
和
泉
屋
市
兵
衛
、
村

山
源
兵
衛
、
大
黒
屋
平
吉
、
伊
勢
屋
利
兵
衛
な
ど
の
名
前
が
見
え
る
。(

中
井
文
庫
蔵 

文
政
六
年

刊『
忍
弾
仇
夕
汲
』所
収) 

こ
の
役
を
演
じ
た
市
川
銀
兵
衛(

生
没
年
未
詳)

は
、
五
代
目
市
川
海
老
蔵(

前
名
七
代
目
市
川

団
十
郎)

の
門
弟
。
こ
の
時
期
五
代
目
は
三
座
類
焼
を
う
け
て
、
上
方
へ上
が
り
、
江
戸
を
留
守
に
し

て
い
る
。 

『
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便
覧
』
第
五
次
修
訂
版
に
よ
る
と
、
文
政
七
年(

一
八
二
四)

十
一
月
か
ら

市
川
銀
兵
衛
を
名
乗
り
、
天
保
九
年(

一
八
三
八)

三
月
箱
猿
、
弘
化
四
年(

一
八
四
七)

十
一
月
に

箱
右
衛
門
と
名
乗
っ
て
い
る
。
俳
名
は
箱
虎
、
箱
猿
。 

文
久
刊
三
代
豊
国
画『
増
補
古
今
俳
優
似
顔
大
全
』
の「
市
川
家
成
田
屋
門
葉
附
録
」
に
、「
局

女
郎
お
と
ら 

市
川
箱
右
衛
門
」で「
同(

七
代
目
白
猿
門
人)

初
名
銀
兵
衛
俳
名
箱
猿
箱
虎
ㇳ
云
」

と
あ
り
、
嘉
永
元
年(

一
八
四
八)

十
一
月
頃
か
ら
そ
の
名
が
見
え
な
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。 

銀
兵
衛
時
代
は
、
舞
台
図
以
外
に
文
政
期
の『
三
賀
之
津
俳
優
素
顔
夏
の
富
士
』下
や『
三
都
俳

優
水
滸
伝
』三
編
上
に
そ
の
姿
が
あ
り
、
天
保
十
一
年(

一
八
四
〇)

役
者
評
判
記『
役
者
金
剛
力
』

半
道
敵
之
部
に「
［頭
取
］箱
猿
の
湯
桶
読
み
は
名
ば
か
り
聞
て
も
お
か
し
う
厶
ㇼ
升
［芝
居
好
］常

か
ら
酒
が
す
き
故
か
生
酔
の
く
せ
が
妙
で
、
ど
う
か
熟
柿
の
に
ほ
ひ
が
す
る
や
う
に
、
お
も
は
れ
升
。

図 3 『朧染浮名之色衣』巻末  

国会図書館 

部分拡大 

 「天保六乙未新版稗史類□□」  
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す
る
事
な
す
事
く
す
ぐ
つ
た
い
や
う
に
笑
は
せ
る
も
、
ま
た
一
流
な
も
の
で
厶
る
」と
評
さ
れ
て
い

る
。 こ

の
評
判
は
、
戯
画
で
あ
る
嘉
永
元
年(

一
八
四
八)

頃
国
芳
画「
荷
宝
蔵
壁
の
む
だ
書
」に「
さ
け

が
の
み
て
へ」、「
道
外
見
冨
利
十
二
志
」に
は
、「
申
」に「
〽
や
れ

〱
む
ま
い
〱
こ
の
さ
け
を
一
ぱ

い
の
ん
だ
ら
、
む
ね
が
ぐ
つ
と
す
い
て
き
た 

〽
ア
ゝ
、
い
ゝ
さ
け
じ
や 

〽
エ
ゝ
こ
れ
、
つ
い
で
に
ち
ろ

り
を
み
て
た
も
れ 
〽
い
ゝ
か
ん
し
や
、
ヱ
ゝ
、
の
ど
が
ぐ
び

〱
」と
書
か
れ
て
お
り
、
世
に
酒
好
き

で
知
ら
れ
て
い
た
の
が
わ
か
る
。
こ
の
図
4
に
は
他
に
、「
酉
」(

坂
東
し
う
か)

、「
戌
」(

八
代
目
市
川

団
十
郎)

、「
亥
」(

五
代
目
沢
村
宗
十
郎)

の
三
人
の
姿
が
あ
り
、
一
見
す
る
だ
け
で
わ
か
る
身
振
り

で
判
別
で
き
る
の
だ
が
、「
申
」に
つ
い
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。「
申
」は
身
振
り
で
は
な
く
、
詞
章

か
ら
の
判
断
が
必
要
で
、
猿
が
つ
く
る
と
い
う「
猿
酒
」か
ら
、
俳
名
の
箱
猿
だ
け
で
な
く「
酒
好
き
」

な
箱
右
衛
門
を
描
い
た
と
受
け
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

他
に
、
こ
の
時
の
森
田
座

二
番
目
「
花
菖
蒲
浮
名
顔

触
」
の
序
幕
を
描
い
た
三
枚

続
に
も
、
吉
原
や
深
川
の
芸

能
人
、
描
い
た
絵
師
国
芳
の

弟
子
等
の
名
前
な
ど
の
奉
納

手
拭
の
中
に「
仙
女
香
」の
宣

伝
が
見
え
る
。 

描
か
れ
た
役
者
と
役
名
は

六
代
目
岩
井
半
四
郎
の
げ
い

者
お
し
ゅ
ん
、
四
代
目
坂
東

三
津
五
郎
の
白
藤
源
太
、
五

代
目
松
本
幸
四
郎
の
権
助

で
あ
る
。 

 

図 4 「道外見冨利十二志」歌川国芳(一勇斎国芳例の戯画)大判三枚組の内  

恵比寿屋庄七 村田・米良  都立中央図書館特別文庫 

図 5 歌川国芳(一勇斎国芳画)大判三枚続 丸屋清次郎 極 演劇博物館 

「白藤源太 坂東三津五郎」 「げい者おしゆん 岩井半四郎」 「権助 松本幸四郎」 

199 
 



 

 

ART RESEARCH vol.25-3
 

 
(5) 

美
艶
仙
女(

せ
ん
じ
ょ)

香 

坂
本
氏
」
と
役
者
絵

こ
の
上
演
は
、
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ

ー
所
蔵
朱
筆
書
入
絵
本
番
付
に「
二
番
目
は
文
化

七
年(
一
八
一
〇)

、
先
代
三
津
五
郎
半
四
郎
に
て

当
て
た
る「
勝
相
撲
浮
名
花
触
」
也
。
幸
四
郎
の
足

駄
の
歯
入
は
初
演
以
来
也
。
」(

三
月
市
村
座
二
番

目
狂
言)

と
の
記
載
が
あ
り
、
当
り
狂
言
の
再
演
で

あ
っ
た
。 

○
天
保
五
年(

一
八
三
四)
九
月
森
田
座
「
時
今
出

世
券
」二
番
目「
花
川
戸
名
物
侠
客
」花
川
戸
の
場 

 

現
在
確
認
で
き
る
舞
台
図
は
二
図
あ
り
、
進
物

ビ
ラ(

４)

に
そ
の
名
が
見
え
る
。 

 

図
6
の
ビ
ラ
は
、「
京
ば
し
南
伝
馬
町
三
丁
目 
仙

女
香 

坂
本
氏
」
／
「
三
津
連
」「
東
連
」「
歌
楽 
由

次
郎 

三
考 

新
孝 

善
孝
」
／
「
米
太
夫 

岡
重 

京
鉄
」と
あ
る
。
坂
本
氏
の
他
、
四
代
目
三
津
五
郎

の
贔
屓
連
、
吉
原
の
男
芸
者
と
深
川
で
主
に
活
躍

す
る
富
本
米
大
夫
、
立
川
昔
咄
し
の
岡
重
、
清
元
三

味
線
の
京
鉄
の
名
が
あ
る
。(

５)

絵
の
役
者
と
役
名

は
、
四
代
目
大
谷
友
右
衛
門
の
う
づ
ら
権
兵
衛
、
嵐

冠
十
郎
の
寺
西
か
ん
し
ん
、
四
代
目
坂
東
三
津
五

郎
の
ば
ん
ず
い
長
兵
衛
、
市
川
一
友
の
極
楽
十
三
で

あ
る
。
次
の
図
7
は
、「
京
ば
し 

南
伝
馬
町
三
丁

目 

［
仙
］
女
香 

［
美
］
玄
香 

坂
本
氏
」「
三
連
」

「
三
津
大
［連
］「
三
津
連
」／「
宝
升
」「
東
連
」／「
キ

常
」「
江
戸
連
」「
の
し
び
し
れ
ん
」で
、
坂
本
氏
と
四

代
目
三
津
五
郎
の
贔
屓
連
で
あ
る
。
絵
の
役
者
と

役
名
は
、
四
代
目
大
谷
友
右
衛
門
の
う
つ
ら
権
兵

衛
、
四
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
ば
ん
ず
ゐ
長
兵
衛
、

沢
村
訥
升
の
女
房
お
と
き
と
な
る
。 

 
 

図 6 歌川国芳(一勇斎国芳画)大判三枚続 太田屋佐吉 極 Victoria and Albert Museum 

「極楽十三 市川一友」 「ばんずい長兵衛 坂東三津五郎」 
「うづら権兵衛 大谷友右衛門」 

「寺西かんしん 嵐冠十郎」 

図 7 歌川国芳(一勇斎国芳画)大判三枚続 上州屋重蔵 極 Victoria and Albert Museum 

「うつら権兵衛 大谷友右衛門」 「女房おとき 沢村訥升」 「ばんずゐ長兵衛 坂東三津五郎」 
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美
艶
仙
女(

せ
ん
じ
ょ)

香 

坂
本
氏
」
と
役
者
絵

 
(6) 

 

な
お
、
こ
の
舞
台
最
初
二
番
目
は「
千
代
見
草
恋
中
墻
」の
お
千
代
半
兵
衛
物
で
、
九
月
十
二
日

付
辻
番
付
に
載
る
が
、
十
九
日
の
追
番
付
で「
花
川
戸
名
物
侠
客
」に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
十

三
日
付
の
役
割
番
付
で
は
既
に「
花
川
戸
名
物
侠
客
」に
な
っ
て
は
い
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、

天
保
六
年(
一
八
三
五)

刊
役
者
評
判
記『
役
者
現
銀
店
』に
は
、「
梅
我
丈
御
病
気
ゆ
へ拠
無
一
夜

附
ニ
て
幡
隨
長
兵
衛
・・」と
あ
り
、
六
代
目
岩
井
半
四
郎
が
病
気
と
な
り
、
演
目
が
急
に
変
更
さ

れ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
千
代
見
草
恋
中
墻
」の
舞
台
図
は
少
な
い
が
、
図
8
に「
仙

女
香
」の
包
み
紙
が
描
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。
歌
川
国
芳
画(

一
勇
斎
国
芳
画 

川
口
屋
長
蔵 

極 

大
判)

の
「

当
盛
三
福
対
」
の
内
一
枚
「

お
千
代 

岩
井
半
四
郎
」
図
で
あ
る
。

 

図
9
は
舞
台
図
で
は
な
い
が
、
歌
川
国
芳
画「
幡
す
ゐ
長
兵
衛 

坂
東
三
津
五
郎
」(

一
勇
斎
国

芳
画 

大
判 

江
戸
屋
松
五
郎
か 

極)

で
、
贔
屓
筋
か
ら
贈
ら
れ
た
お
び
た
だ
し
い
進
物
に
囲
ま

れ
る
楽
屋
で
の
四
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
姿
を
描
い
て
い
る
。「
あ
づ
ま
手
拭
」「
か
つ
み
椎
茸
」「
大

和
か
た
ま
き
ゑ
く
し
」「
か
つ
み
海
苔
」「
か
つ
み
た
ば
こ
」「
き
ん
ふ
ら
」「
東
と
う
ふ
」「
か
つ
み
す
し
」

「
大
和
す
し
」「
や
ま
と
だ
ん
ご
」「
東
す
し
」「
し
う
調
好
き
せ
る
」「
勝
て
ら
ま
ん
ち
う 

に
し
き
梅
」

「
三
ッ
大
山(

銘
茶
」)「
秀
調
好
巻
紙
」等
等
・・贔
屓
連
の
名
前
を
冠
し
た
品
物
や
三
津
五
郎
好
と
つ

く
も
の
が
多
い
。
各
見
世
の
町
名
も
明
示
す
る
。
な
か
で
、「
仙
女
香
」の
袋
が
特
段
に
目
立
っ
て
い
る
。 

絵
に
描
か
れ
た
進
物
を
読
み
込
ん
だ
詞
章
部
分
は
、
上
下
部
と
左
側
の「
曲
笠
庵
銀
河
」部
分
が

裁
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
所
蔵
で
補
っ
た
が
、
こ
ち
ら
も
上
下
部
が
少
し
裁

断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
個
所
は
□
で
表
示
し
た
。
不
明
箇
所
が
多
く
、
史
料
的
価
値
に
か
け
る

が
、
今
後
完
全
な
資
料
が
出
る
こ
と
を
期
待
す
る
。 

「
御
ひ
ゐ
き
は
浅
香
な
が
ら
も
に
し
き
絵
を 

勝
見
る
人
に
ね
か
ふ
あ
き
な
ひ 

し
う
調 

 

□
此
大
和
や
の
親
方
は
、
今
で
の
［仙
女
香
］取
た
愛
き
や
う
た
つ
ふ
り
で
、
人
に
逢
と
□

の
や
う
に
世
事
て
人
を
丸
め
て
如
才
か
な
い
。
そ
し
て
芝
居
の
休
ミ
の
内
も
、
ひ
ゐ
き
□
る
客

の
内
へ、
［猪
口
］
〱
と
機
嫌
伺
に
行
か
ら
、
請
か
い
ゝ
。
此
宵
の
山
崎
屋
狂
言
の
時
、
東
れ
ん

見
物
て
ひ
か
し
の
下
つ
か
い
、
夫
て
桟
敷
か
た
ら
な
い
で
、
酒
も
四
五
軒
ほ
と
売
り
て
見
た
。
大

そ
う
な
［扇
］り
で
人
の
［鮓
］か
出
来
た
そ
う
た
。
□
時
［お
し
ろ
い
］を
し
つ
く
い
の
や
う
に
付

ヶ
た
女
も
沢
山
出
て
、
フ
ン
〱
と
［は
み
が
き
］の
□
の
か
わ
り
て
、
お
つ
な
く
し
を
さ
し
て
ゐ

た(

評
ハ
ン
シ)

ソ
リ
ヤ
わ
た
し
が
、
□
じ
の
当
時
は
や
り
の
［大
和
く
し
］だ
。
□
□
への
お
つ
こ
ち

や
［
ま
き
ゑ
］
も
買
ふ
。
□
□
に
［い
す
］ぞ
［
つ
げ
］て
く
ん
な
そ
の
□
□
に
は
、
［紙(

よ
う)

た

ば
こ(

か
ん)

入
］と
味
噌
つ
け
の
［し
い
た
け
］を
上
ヶ
や
う
。
ツ
レ
は
そ
う
と
、
此
度
［と
う
ふ
］

□
の
連
中
か
出
来
た
じ
や
ね
へか(

ヒ
井
キ)

□
賀
神
奈
川
越
谷
大
沢
へで
き
た
□
だ
。
定
め
て

此
顔
見
世
に
は
、
□
見
物
か
あ
ろ
う
三
津
連
と
外
□
□
と
二
所
ニ
［海
苔
］に
成
つ
て
、
［酒
樽
］

蒸
□
を
芝
居
の
前
に
積
て
、
［手
拭
］も
□
つ
ひ
に
染
て
手
打
も
有
つ
も
り
た
。
［養
老
］(

評
ハ
ン

シ)

ハ
ア
、
其
時
当
る
き
ま
つ
た
□
□
は
、
ち
よ
つ
と
一
筆
書
て
よ
こ
し
て
く
ん
な
。
富
士
の
［巻

紙
］し
や
ね
へが
、
背
子
に
□
い
に
き
や
か
し
に
連
て
い
か
う
。
此
う
は
さ
を
ひ
ゐ
き
ね
へ［天
麩

羅
］
野
人
か
□
ら
は
嘸

〱
。〔
勝
見
〕あ
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
親
方
は
、
此
か
ほ
見

せ
が
□
か
い
町
。
［玉
た
ば
こ
］
［き
せ
る
］
の
烟
り
の
吹
屋
町
へは
行
ま
い
の
居
な
り
だ
。
□
木

挽
町
で
は
、
袋
へ入
れ
た
心
て
居
る
だ
ろ
う
。
当
時
役
者
の
□
撰
ッ
粉
た
。  

売
物
に
花
を
集
て
あ
つ
ま
哉 

曲
笠
庵
銀
河
」 

図 8 「お千代 岩井半四郎」 

演劇博物館 

図 9 歌川国芳画「幡すゐ長兵衛 坂東三津五郎」 

(一勇斎国芳画 大判 江戸屋松五郎か 極) 

個人蔵 

197 
 



 

 

ART RESEARCH vol.25-3
 

 
(7) 

美
艶
仙
女(

せ
ん
じ
ょ)

香 

坂
本
氏
」
と
役
者
絵

○
天
保
五
年(

一
八
三
四)

十
一
月
森
田
座「
花
三
津
雪
瑞
白
石
」五
立
目 

こ
の
上
演
で
は
、
坂
本
氏
の
宣
伝
文
句
の
は
い
る
舞
台
図
が
一
図
あ
り
、
こ
れ
も
蔦
屋
吉
蔵
版
で

あ
る
。(
図
10) 

役
割
番
付
に「
仙
女
香
の
旅
商
人
坂
本
伝
六 

山
科
甚
吉
」
の
記
載
が
あ
る
が
、
甚
吉(

四
代

目
？)

を
描
い
た
も
の
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。 

 

役
者
・役
名
は
、
沢
村
訥
升
の
大
ふ
く
屋
宗
六
、
沢
村
沢
平
の
小
女
、
関
歌
助
の
宿
ば
の
あ
ん

ま
・中
山
み
よ
し
の
大
ふ
く
や
女
房
お
く
ら
で
あ
る
。 

 

画
中
文
字
は
、 

「
沢
平 

申
旦
那
様
。
江
戸
か
ら
仙
女
香
の
お
し
ろ
い
が
参
り
升
た
」「
訥
升 

ヲ
ヽ
此
間
江

戸
の
便
り
に
た
の
ん
だ
、
京
ば
し
の
仙
女
香
。
う
り
物
に
は
、
花
と
や
ら
歌
に
も
う
た
ふ
岡
崎

で
も
よ
い
が
、
う
へに
も
よ
い
女
郎
と
、
江
戸
に
も
ま
さ
る
大
ふ
く
や
、
し
ろ
も
の
が
大
事
だ
。

此
仙
女
香
の
お
し
ろ
い
で
、
随
分
と
き
れ
い
に
化
粧
し
て
く
り
や
れ

〱
」／「
歌
介 

い
か
さ

ま
所
の
風
と
は
い
ゝ
な
か
ら
、
吉
田
で
も
岡
崎
で
も
、
ひ
る
は
女
郎
衆
、
夜
に
い
れ
ば
仙
女
香

の
お
し
ろ
い
で
け
わ
い
け
せ
う
で
ぬ
り
立
て
。
岡
崎
女
郎
衆
は
よ
い
女
郎
衆

〱
」 

 

第
二
章 

文
政
六
年(

一
八
二
三)

市
村
座
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

こ
の
よ
う
に
森
田
座
で
の
披
露
目
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
坂
本
氏
は
、
文
政
六
年
に
初
め
て
披

露
目
を
市
村
座
舞
台
で
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
橘
中
の
座
で
ひ
ろ
め
た
る
仙
女
香
」と
い
う
句
が

『
柳
多
留
』
88(

文
政
六
年
十
二
月
判
、
種
彦
判
、
戯
場
一
題 

并
譬
喩)

に
在
る
事
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
句
は
中
国
の
伝
説
の
橘
中
仙
の
橘
に
市
村
座
を
き
か
せ
、
劇
場
で
披
露
目
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。(

６) 

上
掲
の
句
は
文
政
七
年(

一
八
二
四)

刊「
花
暦 

八
笑
人
三
編
追
加
」に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、「
年

〱
歳

〱
流
行
さ
か
ん
な
る
も
の
は
、
八
笑
人
と
仙
女
香
。
柳
亭
先
生
の
撰
ま
れ
し
芝
居

川
柳
の
句
に
、
橘
中
の
な
か
で
ひ
ろ
め
し
仙
女
香
」と
紹
介
さ
れ
、「
そ
の
秀
句
に
は
ぢ
ず
、
此
所
に

余
紙
あ
れ
ば
、
顔
の
色
羽
二
重
ご
し
の
仙
女
香
ち
り
め
ん
皺
も
見
せ
ぬ
お
し
ろ
い 

南
仙
笑
楚
満

人
即
戯
」と
あ
る
。 

だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
森
田
座
と
違
い
、
役
割
番
付
に
も
そ
れ
ら
し
き
商
人
名
も
な
く
、
舞
台
図
も

鳥
居
に「
奉
納 

南
伝
馬
町
い
な
り
し
ん
道 

美
艶
仙
女
香
坂
本
氏
」と
あ
る
図
11
の
み
し
か
現
在

の
処
見
つ
け
て
い
な
い
。 

文
政
六
年
九
月
市
村
座「
御
ぞ
ん
じ
松
竹
梅
」二
番
目「
造
物
梅
の
由
兵
衛
」の
舞
台
で
、 

役
者
・役
名
は
、
七
代
目
市
川
団
十
郎
の
金
谷
金
五
郎
、
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
の
梅
の
よ
し
兵
衛
、

図 10 歌川国貞(五渡亭国貞画) 大判二枚続 蔦屋吉蔵 極 ベルリン国立アジア美術館 

「大ふく屋宗六 沢村訥升」「小女 沢村沢平」 
「仙女香 美玄香 坂本氏」  

「宿ばのあんま 関歌助」 
「大ふくや女房おくら 中山みよし」 
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美
艶
仙
女(

せ
ん
じ
ょ)

香 

坂
本
氏
」
と
役
者
絵

 
(8) 

五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
の
女
房
小
梅
で
あ
る
。 

今
後
の
新
資
料
が
出
る
こ
と
を
期
待
す
る
。 

舞
台
図
は
こ
の
図
以
外
見
つ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
当
時(

文
政
五
～
七
年
頃)

か
ら
、
役
者
作
の
合

巻
に
坂
本
氏
を
宣
伝
広
告
す
る
場
面
が
あ
る
も
の
が
散
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
取
り
上
げ
て

見
た
い
。 

第
三
章 

役
者
合
巻 

第
一
節 

七
代
目
市
川
団
十
郎
作
役
者
合
巻 

三
冊
と
も
後
編
巻
末
に
当
た
る
場
面
に
な
る
。
版
元
は
文
政
五
、
七
年
刊
山
口
屋
藤
兵
衛
、
文

政
六
年
刊
西
宮
新
六
だ
が
、
両
方
と
も
蔵
版
目
録
に
坂
本
氏
の
宣
伝
が
入
っ
て
い
る
。 

文
政
五
年
刊『
瑠
璃
紫
江
戸
朝
顔
』「
当
春
御
披
露
仕
候
、
南
伝
馬
町
三
丁
目
稲
荷
新
道
美
艶

仙
女
香
。
過
日
繫
昌
仕
難
有
仕
合
奉
存
候
。
尚
又
此
上
、
御
評
判
宜
御
求
可
被
下
候
」(

図
12) 

文
政
六
年
刊『
一
番
太
鼓
春
の
曙
』「
・・猶
又
是
迄
、
み
な
様
へ御
ひ
ろ
う
仕
り
お
き
ま
し
た
る
、

京
ば
し
南
て
ん
ま
丁
三
丁
目
い
な
り
じ
ん
道
坂
本
氏
に
て
ひ
ろ
め
升
ル
、
仙
女
香
御
か
ほ
の
く
す
り

の
義
、
外
〻
の
品
と
は
か
く
べ
つ
の
効
能
、
御
用
ひ
御
こ
ゝ
ろ
の
御
方
は
、
ご
存
じ
な
が
ら
猶
も
、
御

ひ
い
き
御
用
向
願
上
奉
り
升
ル
・・」(

図
13) 

文
政
七
年
刊『
江
戸
錦
双
蝶
曽
我
』「
御
ひ
ろ
う
申
上
ま
す
る
、 

御
か
ほ
の
く
す
り
美
艶
仙
女

香
。
一
つ
ゝ
み
四
十
八
銅
、
い
ろ
を
し
ろ
く
し
、
き
め
を
こ
ま
か
に
す
。
に
き
び
、
そ
ば
か
す
、
で
き

も
の
ゝ
あ
と
を
な
ほ
し
、
し
ぜ
ん
と
御
か
ほ
つ
や
ゝ
か
に
な
る
。
あ
り
ふ
れ
た
る
顔
の
く
す
り
と
は
、

こ
と
に
格
別
の
品
な
り
。
御
つ
か
ひ
く
ら
べ
、
御
用
被
遊
可
被
下
候
。
南
て
ん
ま
町
三
丁
め
い
な
り

し
ん
道
い
な
り
の
東
と
な
り 

坂
本
氏
」(

こ
の
場
面
の
六
人
は
、
以
下
の
通
り
。「
お
め
で
と
う
ぞ
ん

し
奉
り
ま
す
」と
前
面
に
平
伏
す
る
二
人
は
、
羽
織
の
紋
か
ら
絵
師
の
国
貞
と
国
直
、
後
方
は
七

代
目
市
川
団
十
郎
、
代
作
の
五
柳
亭
徳
升
、
国
直
門
人
直
定(

直
貞)

だ
が
、
中
央
の
人
物
は
情
報

が
な
く
不
明
。
坂
本
氏
の
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
か) (

図
14) 

こ
の
三
冊
を
比
べ
る
と
年
代
が
下
が
る
ほ
ど
、
詳
細
な
広
告
に
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。 

な
お
、『
一
番
太
鼓
春
の
曙
』(

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵)

上
編
巻
末
に「
取
次
」一
覧(

前
述
に
取

り
上
げ
た
も
の
と
内
容
同
じ
も
の
だ
が
、
後
印)

と
団
十
郎
の
口
上
図
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。(

図

15)

落
款
か
ら
、
二
代
豊
国
と
考
え
ら
れ
、
美
玄
香
の
宣
伝
が
な
い
こ
と
や
住
所
か
ら
、
文
政
九
年

(

一
八
二
六)

頃
か
と
す
る
と
、
後
に
貼
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
頃
刊
行『
情
競
傾
城
嵩
』

(

坂
東
秀
佳
作 

歌
川
国
安
画 

鶴
屋
喜
右
衛
門)

 (

７)

巻
末
に
も
、
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
に
よ
る

図 11 歌川国貞(五渡亭国貞画) 大判三枚続 山口屋藤兵衛 極  阪急文化財団池田文庫 

「金谷金五郎 市川団十郎」 「女房小梅 瀬川菊之丞」 「梅のよし兵衛 尾上菊五郎」 
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美
艶
仙
女(

せ
ん
じ
ょ)

香 

坂
本
氏
」
と
役
者
絵

「
東
西

〱
作
者
口
上
」と
し
て
、「
一 

京
ば
し
い
な
り
じ
ん
道
坂
本
と
申
か
た
に
て
う
り
ひ
ろ
め

升
ル
御
か
ほ
の
く
す
り
、
あ
い
か
わ
ら
ず
御
用
向
お
ふ
せ
つ
け
ら
れ
升
ル
や
う
、
八
百
八
丁
の
す
み

か
ら
す
み
ま
で
、
ず
ら
り
つ
と
申
あ
げ
た
て
ま
つ
り
ま
す
る
。
そ
の
た
め
口
上
さ
や
う
」
が
あ
り
、

続
け
て
役
者
連
に
よ
る
坂
本
氏
の
宣
伝
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
坂
東
三
津
五
郎
家

は
天
保
二
年(

一
八
三
一)

に
没
し
た
三
代
目
に
続
き
、
前
述
の
天
保
五
年(

一
八
三
四)

の
舞
台
図

等
と
四
代
目
も
関
り
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

図
15
の
口
上
は
、 

「
乍
恐
口
上
書
を
以
奉
申
上
候 

一 

御
一
統
様
益
御
機
嫌
克
被
遊
御
座
。
恐
悦
至
極
奉
存
候
。
先
達
而
御
披
露
奉
申
上
候
。
江

戸
京
は
し
南
伝
馬
町
三
丁
目
い
な
り
新
道
い
な
り
東
隣
、
坂
本
屋
ニ
而
売
弘
め
ら
れ
升
る
美
艶
仙

女
香
と
申
顔
の
妙
薬
。
御
ひ
ゐ
き
御
蔭
を
以
、
近
日
繫
昌
仕
、
難
有
仕
合
奉
存
候
。
尚
又
此
上
御

評
判
益
御
求
被
遊
被
下
置
候
様
、
偏
奉
希
上
候
己
上
。  

 

七
代
目
三
升
」 

で
あ
る
。 

 
図
16
も
、
文
政
で
は
な
く
天
保
に
入
る
も
の
に
な
る
が
、
口
上
図
に
な
る
の
で
参
考
に
掲
げ
る
。

『
口
上
茶
番
早
合
点
』(

五
柳
亭
徳
升
戯
述 

香
蝶
楼
国
貞
画 

川
口
宇
兵
衛)

が
天
保
五
年
に
刊
行

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
が
あ
る
と
す
る
と
こ
の
口
上
図
も
其
の
こ
ろ
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、

こ
の
図
も
蔦
屋
吉
蔵
版
で
あ
る
。 

図 12 『瑠璃紫江戸朝顔』(文政 5 年刊) 

 早稲田大学図書館 

図 13 『一番太鼓春の曙』 (文政 6 年刊) 

 早稲田大学図書館 

図 14  『江都錦双蝶曽我』(文政 7 年刊) 

 国会図書館 

図 15 『一番太鼓春の曙』 

早稲田大学図書館  
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美
艶
仙
女(

せ
ん
じ
ょ)

香 

坂
本
氏
」
と
役
者
絵

 
(10) 

 

画
中
文
字
は
、(

□
は
［］で
代
替)

「
い
ろ
見
へて
う
つ
ろ
ふ
も
の
は
世
の
中
の
人
の
こ
ゝ
ろ
の
花
に
ぞ

あ
り
け
り
と
は
、
実
に
こ
の
仙
女
香
。
一
度
化
粧
被
遊
婦
人
が
た
は
、
［小
町
］の
ご
と
く
、
雪
の
は

だ
へに
花
の
か
ほ
ば
せ
。
此
お
し
ろ
い
を
あ
け
く
れ
お
用
ひ
な
さ
る
れ
ば
、
お
も
か
げ
の
か
は
ら
で
年

の
つ
も
れ
か
し
、
た
と
へ命
の
か
ぎ
り
あ
る
と
も
、
お
か
ほ
に
少
し
の
し
は
だ
に
見
せ
ず
。
そ
こ
で
、
美

艶
仙
女
香
と
名
つ
け
ま
し
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
名
に
め
で
ゝ
折
る
ば
か
り
そ
お
み
な
へし 

わ
れ
落
に

き
と
人
に
か
た
る
な
。
か
の
［
僧
正
扁
照
］
も
見
と
れ
て
、
さ
が
野
で
落
馬
い
た
さ
れ
た
さ
う
に
御

坐
り
ま
す
。
又
こ
の
美
玄
香
と
申
は
［大
伴
黒
主
］た
き
ゞ
こ
る
し
づ
の
男
ば
、
ゐ
た
ん
の
翁
た
り
と

も
、
こ
の
黒
油
に
て
か
み
を
す
く
と
き
は
、
忽
み
ど
り
の
黒
髪
と
な
り
。
鏡
山
い
ざ
立
よ
り
て
見
て

あ
れ
ば
春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ん 

わ
か
身
ひ
と
つ
は
元
の
身
に
し
て
［在
原
業
平
］か
初
冠
の
ご
と

し
。
そ
こ
で
わ
か
い
ほ
は
、
大
江
都
の
辰
巳
に
当
て
、
よ
を
宇
治
山
の
坂
本
氏
。
見
世
先
は
［喜
撰
］

群
集
致
し
ま
す
。
い
づ
れ
も
さ
ま
こ
れ
で
一
ッ
〆
て
被
下
ま
せ
と
い
ふ
と
き
、
［側
半
畳
］そ
れ
で
は

六
歌
仙
に
一
ッ
た
り
ま
せ
ん
。
ハ
テ
不
申
共
、
売
も
の
が
文
屋(

ぶ
ん
や)

、
第
一
が
［康(

や
す)

秀(

ひ

で)

］で
御
坐
り
ま
す
。
市
川
海
老
蔵
述
」(

天
保
三
年(

一
八
三
二)

三
月
七
代
目
市
川
団
十
郎
か
ら

五
代
目
海
老
蔵
に
改
名) 

引
用
し
た
和
歌
を
あ
げ
る
。 

 

小
野
小
町 

「
色
見
え
て
移
ろ
ふ
も
の
は
世
の
中
の 

 

人
の
心
の
花
に
ぞ
有
り
け
る
」 

「
お
も
か
げ
の
変
ら
で
年
の
つ
も
れ
か
し 

 

よ
し
や
命
に
か
ぎ
り
あ
る
と
も
」 

 

僧
正
遍
照 

「
名
に
愛
で
て
折
れ
る
ば
か
り
ぞ
女
郎
花 

 

わ
れ
落
に
き
と
人
に
語
る
な
」 

大
伴
黒
主 

「
鏡
山
い
ざ
立
ち
寄
り
て
見
て
行
か
む 

 

年
経
ぬ
る
身
は
老
い
や
し
ぬ
る
と
」 

 

在
原
業
平 

「
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ 

 

わ
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
」 

喜
撰 

「
わ
が
庵
は
都
の
た
つ
み
し
か
ぞ
住
む 

 

世
を
う
ぢ
山
と
人
は
い
ふ
な
り
」 

 従
来
、
美
艶
仙
女
香
の「
仙
女
」は
瀬
川
仙
女(

前
名
三
代
目
瀬
川
菊
之
丞
通
称
仙
女
路
考 

文

化
七
年(

一
八
一
〇)

没
の
名
前
か
ら
由
来
す
る
と
云
わ
れ
て
き
た
が
、
上
記
の
文
面
に「
こ
の
仙
女

香
、
一
度
化
粧
被
遊
婦
人
が
た
は
［小
町
］の
ご
と
く
、
雪
の
は
だ
へに
花
の
か
ほ
ば
せ
。
此
お
し
ろ
い

を
あ
け
く
れ
お
用
ひ
な
さ
る
れ
ば
、
お
も
か
げ
の
か
は
ら
で
年
の
つ
も
れ
か
し 

た
と
へ命
の
か
ぎ
り

あ
る
と
も
。
お
か
ほ
に
少
し
の
し
は
だ
に
見
せ
ず
。
そ
こ
で
美
艶
仙
女
香
と
名
つ
け
ま
し
た
」と
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。 

五
代
目
海
老
蔵
の
場
合
、
七
代
目
団
十
郎
時
代
か
ら
、
他
の
薬
の
広
告
や
物
売
姿
で
描
か
れ
た

口
上
図
が
散
見
さ
れ
て
お
り
、
依
頼
さ
れ
れ
ば
宣
伝
に
一
役
買
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
坂
本
氏
の

図 16 「口上茶番 六歌仙 景物 仙女香美玄香 坂本氏」 

歌川国貞(香蝶楼国貞画) 横大判 蔦屋吉蔵 極 個人蔵 
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(11) 

美
艶
仙
女(

せ
ん
じ
ょ)

香 

坂
本
氏
」
と
役
者
絵

広
告
の
場
合
、
最
初
か
ら
か
な
り
積
極
的
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
門
弟
銀
兵
衛
が
天
保
五
年(

一
八
三
四)

森
田
座
で
仙
女
香
売
を
つ
と
め
た
の
も
、
役
柄
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
い
う
関
係
か
ら
来
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。 

 第
二
節 

五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
作
役
者
合
巻 

文
政
六
年(

一
八
二
三)

刊『
須
磨
浦
の
濡
事
新
口
村
の
愁
嘆 

忍
弾
仇
汐
汲
』が
あ
り
、
三
の
巻

巻
末
と
後
編
の
巻
初
に
坂
本
氏
の
広
告
が
入
る
が
、
文
中
で
は
な
い
の
で
、
菊
之
丞
関
与
と
い
う
よ

り
、
版
元
の
意
向
の
方
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
花
咲
一
夫
氏
が
指
摘
す
る『
馬
琴
日
記
』に
、「
文
政

十
年
十
月
七
日 

昼
後
、
和
田
源
七
来
ル
。
美
玄
香
と
や
ら
売
薬
。
弘
メ
候
由
ニ
て
、
合
巻
ニ
書
入

被
下
得
と
之
頼
也
。
・
・
」 (

８)

と
あ
る
の
で
、
作
者
に
よ
っ
て
は
依
頼
に
源
七
は
足
を
運
ん
で
い
た
よ

う
で
あ
る
。
源
七
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

広
告
は
、「
［御
ひ
ろ
う
］ 

御
か
ほ
の
く
す
り 

美
艶
仙
女
香 

一
つ
ゝ
み
四
十
八
銅 

い
ろ
を
白

く
し
き
め
を
こ
ま
か
に
す
る
大
き
や
く
な
り
。
十
包
以
上
御
も
と
め
の
方
へは
、
役
者
自
筆
の
扇
子
、

御
こ
の
み
次
第
奉
遣
候
以
上
。 

弘
所
江
戸
南
て
ん
ま
町
三
丁
め
い
な
り
新
道
坂
本
氏
」と
、
提
灯

に「
京
橋
坂
本
氏 

御
か
ほ
の
く
す
り 

仙
女
香
」と
い
う
宣
伝
文
句
の
記
載
で
あ
る
。 

第
四
章 

坂
本
氏
の
仕
掛
人 

第
一
節 

鈴
木
町
名
主
和
田
源
七 

と
こ
ろ
で
、
取
次
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
江
戸
各
地
だ
け
で
な
く
全
国
各
地
へ
も
発

信
も
し
、
文
政
四
年(

一
八
二
一)

頃
か
ら
天
保
十
三
年(

一
八
四
二)

頃
ま
で
、
錦
絵
や
版
本
類
に

宣
伝
広
告
を
多
数
継
続
し
て
出
せ
た
坂
本
氏
と
は
ど
う
い
う
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

実
は
、
こ
の
坂
本
氏
の
背
後
に
あ
っ
て
、
実
質
的
経
営
者
と
さ
れ
る
人
物
と
し
て
、
鈴
木
町
名
主

和
田
源
七
を『
馬
琴
日
記
』や
『
藤
岡
屋
日
記
』な
ど
か
ら
、
花
咲
一
男
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。(

９) 

名
主
和
田
源
七
は
役
儀
と
し
て
長
ら
く
出
版
関
係
改
役
を
勤
め
、
源
七
の
役
歴
に
つ
い
て
詳
細

に
報
告
さ
れ
た
湯
浅
淑
子
氏
に
よ
る
と
文
化
十
年(

一
八
一
三)

に
は「
三
狂
言
座
・操
座
家
作
取

調
掛
」に
任
命
さ
れ
、
歌
舞
伎
界
や
浄
瑠
璃
界
に
も
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。(

10) 

源
七
は
出
版
界
だ
け
で
な
く
、
演
劇
関
係
に
も
関
り
を
持
つ
立
場
に
居
る
人
物
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。 

前
述
の
森
田
座
で
の
銀
兵
衛
の
口
上
せ
り
ふ
中
の
、「
お
か
ほ
の
く
す
り
の
景
物
に
、
十
包
以
上

お
も
と
め
な
さ
れ
ば
、
半
四
郎
で
も
坂
三
津
＊
で
も
、
好
な
や
く
し
や
の
自
書
の
扇
さ
し
上
升
る

が
、
家
の
か
ぶ
」(

＊
六
代
目
岩
井
半
四
郎
、
四
代
目
坂
東
三
津
五
郎)

と
い
う
せ
り
ふ
は
、
広
告
宣

伝
文「
右
の
御
く
す
り
十
包
以
上
御
も
と
め
被
下
候
は
ゞ
、
当
時
三
芝
居
立
者
立
役
女
形
正
め
い

自
筆
の
御
扇
子
け
い
ぶ
つ
と
し
て
、
差
上
申
候
間
、
十
包
以
上
御
求
め
被
遊
候
節
は
、
御
好
の
役
者

名
前
御
し
る
し
御
こ
し
可
被
下
候
。
其
品
差
上
候
」を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
広
告
す
る
最
初
の
宣
伝

文
句
か
ら
記
載
さ
れ
て
お
り
、
役
者
連
と
の
つ
な
が
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

こ
の
景
物
扇
面
は
な
に
か
の
貼
込
帖
に
残
さ
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
報
告
を
俟
ち
た
い
。 

湯
浅
氏
は
、
源
七
の
生
年
を
安
永
二
年(

一
七
七
三)

の
生
ま
れ
で
、
没
年
は
天
保
十
四
年(

一
八

図 17 文政 6 年刊『須磨浦の濡事新口村の愁嘆 忍弾仇汐汲』 中井文庫 
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美
艶
仙
女(

せ
ん
じ
ょ)

香 

坂
本
氏
」
と
役
者
絵

 
(12) 

四
三)

八
月
と
調
査(

11)

さ
れ
て
お
り
、
そ
う
す
る
と
、
宣
伝
広
告
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
文
政
五
年

(
一
八
二
二)

頃
は
四
十
代
後
半
か
五
十
代
に
当
た
る
。 

加
藤
貴「
名
主
役
料
か
ら
み
た
江
戸
の
地
域
構
造
」(『
歴
史
地
理
学
』
125 

一
九
八
〇)

に「
江
戸

の
名
主
は
名
主
役
専
業
で
、
御
用
達
商
人
以
外
は
他
の
商
工
業
を
兼
業
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
名
主
は
支
配
町
々
か
ら
徴
収
す
る
役
料
を
主
な
収
入
と
し
て
い
た
。
」と
あ
り
、
名

主
で
あ
っ
た
源
七
は
商
売
を
表
だ
っ
て
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

天
保
二
年(

一
八
三
一)
三
廻
り
同
心
に
よ
り
、「
・
・一
体
貧
究
之
処
、
近
頃
少
々
取
直
候
様
ニ

相
聞
申
候
」『
市
中
取
締
類
集
』名
主
取
締
之
部)

と
い
う
報
告
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
湯
浅
氏
は
指
摘
し

て
お
り
、(

12)

生
活
は
困
窮
し
て
い
た
の
が
近
年
持
ち
直
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
背
後
か

ら
店
の
宣
伝
や
広
告
に
つ
と
め
、
そ
の
見
返
り
で
潤
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

そ
の
三
年
後
、
森
田
座
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
同
じ
頃
の
天
保
五
年(

一
八
三
四)

十
月
に
、
和

田
源
七
は
富
岡
八
幡
宮
境
内
に「
和
田
氏
歴
世
記
碑
」
を
建
て
て
お
り
、
和
田
氏
の
出
自
と
経
歴

が
わ
か
る
。
天
保
五
年
は
源
七
に
と
っ
て
も
特
別
な
年
に
当
た
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

今
回
、
こ
の
碑
に
つ
い
て
は
、
江
東
区
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
、『
江
東
区
の
文
化
財
』４
門
前
仲
町

界
隈(

二
〇
二
三)

の
件
に
以
下
の
様
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
明
治
三
十
年(

一
八
九
七)

『
新

撰
東
京
名
所
図
会
』８(

深
川
公
園
の
部)

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

「
本
碑
は
、
和
田
氏
の
子
孫
和
田
源
七
が
天
保
五
年
十
月
に
建
て
た
も
の
で
、
正
面
碑
文
に
は
、

先
祖
の
来
歴
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
概
略
は
次
の
通
り
。 

私
の
先
祖
は
、
大
和
田
清
左
衛
門
で
、
摂
州
の
西
生
郡(

大
阪
府)

の
人
で
あ
り
、
慶
長
年
間
に
数

十
艘
の
漁
船
を
使
っ
て
徳
川
方
の
軍
用
資
材
を
運
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
江
戸
に
移
り
、
関
東
八
州

の
漁
師
の
管
轄
を
命
ぜ
ら
れ
、
小
田
原
に
屋
敷
を
与
え
ら
れ
た
。
四
世
の
孫
浄
麟
の
と
き
、
明
暦
の

大
火(

一
六
五
七)

で
朱
印
状
な
ど
を
焼
失
し
、
屋
敷
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
姓
名
を
下

田
と
改
め
、
魚
問
屋
と
な
り
、
再
び
和
田
姓
に
改
め
た
。 

背
面
の
刻
面
か
ら
、
正
面
の「
和
田
氏
歴
世
記
」の
文
字
は
岩
瀬
百
樹(

山
東
京
山)

の
書
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
和
田
氏
歴
代
の
墓
は
、
長
専
院(

三
好
一
ノ
六
ノ
三)

に
あ
る
。
」 

こ
れ
ら
の
記
載
は
、
碑
文
の
前
文
に
当
た
る
の
で
、
史
料
と
し
て
載
る
全
文
か
ら
関
係
す
る
箇
所

の
み
、
以
下
に
掲
げ
る
。 

「
・・後
遇
赦
改
号
大
和
田
有
鈴
木
甚
［太
］／
夫
者
為
鈴
木
街
坊
正
・・・・・寛
文
辛
丑
譲
職
於

甚
兵
衛
甚
兵
衛
復
以
和
田
為
氏
」「
・・・鈴
木
氏
為
霊
巌
島
白
銀
街
坊
正
。
鈴
木
孫
市
義
子
襲
称

源
七
。
妻
以
明
和
庚
寅
卒
。
源
七
以
天
明
丙
午
卒
無
子
以
三
郎
次
者
為
嗣
、
為
娶
炭
街
土
屋
利

兵
衛
女
。
三
郎
次
原
姓
今
井
氏
為
熊
谷
駅
今
［井
］四
郎
左
衛
門
第
四
子
、
実
余
之
考
也
」「
・・七

街
坊
正
以
至
於
［今
］矣
。
余
以
不
肖
為
後
嗣
乃
略
記
歴
世
相
続
之
由
。
以
諗
於
後
若
其
生
卒
月

日
則
具
於
別
籍
云
」「
天
保
五
年
歳
次
申
午
十
月
上
澣 

裔
孫
和
田
源
七
朝
盈
記 

梧
堂
石
川
用

書
＊
」 

＊
石
川
梧
堂(

安
永
七
年(

一
七
七
八)

～
嘉
永
五
年(

一
八
五
二))

は
、
旗
本
で
、
書
家
と
し
て
有

名
。
総
氏
系
石
川
家(

保
久
石
川
家)

六
代
。 

 

京
山
の
撰
文
は
中
国
風
な
の
で
、
少
し
わ
か
り
に
く
い
が
、
和
田
源
七(

何
代
目
か
不
詳)

が
明
暦

の
大
火
以
降
名
主
の
家
柄
で
有
る
こ
と
が
わ
か
り
、
鈴
木
か
ら
和
田
氏
に
名
前
を
改
名
し
て
い
る
こ

と
も
わ
か
る
。
源
七
は
碑
文
に
よ
る
と
、
養
子
で
熊
谷
宿
今
井
家
出
身
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
面

に
は
坂
本
氏
と
の
関
り
の
記
載
が
な
い
が
、
背
面
に「
建
碑
輔
弼 

仙
女
美
玄
二
香
祖
鋪
阪
本
氏
」

と
あ
り
、
碑
を
建
て
る
の
を
助
力
補
佐
し
た
の
が
坂
本
氏
と
判
明
す
る
。
碑
は
安
山
岩
で
、
高
さ
は

１
６
７
・
３
㎝
も
あ
る
も
の
で
あ
り
、
書
家
の
梧
堂
や
京
山
と
有
名
人
に
依
頼
も
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
多
大
な
費
用
も
か
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
坂
本
氏
と
の
関
係
性
も
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
た
だ
こ
れ
ら
か
ら
で
は
、
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る 

源
七
が
没
し
た
後
も
坂
本
氏
の
店
は
存
続
し
て
お
り
、
蔦
屋
吉
蔵
の
新
春
蔵
版
目
録
の
嘉
永
頃

に
も
取
次
の
記
載
が
あ
る
。
た
だ
、
仙
女
香
の
宣
伝
は
減
り
、
後
摺
本
に
は
削
ら
れ
た
も
の
が
あ
る

こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
天
保
九
年(

一
八
三
八)

『
店
三
絃
緒
連
弾
』改
題
本
嘉
永
六
年(

一

八
五
三)

再
印
の『
高
尾
年
代
記
』は
同
じ
丁
の
絵
師
、
作
者
名
部
分
は
削
ら
れ
改
刻
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
美
艶
仙
女
香
黒
油
美
玄
香
坂
本
氏
の
宣
伝
部
分
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。(

長
田
和
也
氏
御
教
示
。『
和
本
図
譜
』 

日
本
近
世
学
会
編 

文
学
通
信
二
〇
二
三) 

 

明
治
以
降「
仙
女
香
坂
本
商
店
」と
名
乗
り
、「
国
産
洋
傘
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」と
し
て
有
名
で
、
五

代
目
坂
本
友
七
後
友
寿(

弘
化
四
年(

一
八
四
七)

生)

か
ら
六
代
目
友
七(

明
治
五
年(

一
八
七
二)

生)
 (

13)

へと
手
広
く
商
売
を
広
げ
て
い
る
。
坂
本
氏
は
、
白
粉
や
白
髪
染
以
外
に
文
政
十
年(

一
八

二
七)

頃
か
ら
手
掛
け
て
い
た
晴
雨
両
天
傘
と
い
う
晴
雨
兼
用
傘
も
販
売
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
技
術
と
知
識
を
援
用
し
て
、
輸
入
洋
傘
を
模
し
て
国
産
洋
傘
が
作
成
で
き
た
の
で
あ

ろ
う
。
戦
前
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
五
代
目
が
弘
化
四
年(

一
八
四
七)

生
と
い
う
こ
と
は
、

源
七
と
組
ん
で
お
店
を
開
い
て
い
た
の
は
、
三
代
目
か
四
代
目
で
あ
ろ
う
か
。 

源
七
は
役
儀
を
利
用
し
た
目
立
っ
た
行
動
に
よ
り
、『
藤
岡
屋
日
記
』天
保
十
三
年(

一
八
四
二)

に「
・・仙
女
香
の
見
世
を
出
し
置
き
、
絵
草
紙
懸
也
」と
か「
市
中
取
締
類
集
」天
保
二
年(

一
八
三
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(13) 

美
艶
仙
女(

せ
ん
じ
ょ)

香 

坂
本
氏
」
と
役
者
絵

一)

に
も「
・・仙
女
香
と
申
化
粧
ニ
相
用
ひ
候
薬
を
商
候
由
・・」(

14)

と
記
載
さ
れ
、
明
治
三
十
四
年

(
一
九
〇
一)

刊『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』京
橋
之
部
巻
之
三
や
同『
東
京
名
物
詩
』に
も
同
様
な
記

述
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。(

15) 

第
二
節 
為
永
春
水
と
そ
の
仲
間 

文
政
五
年(
一
八
二
二)

頃
か
ら
の
合
巻
に
、
挿
入
さ
れ
て
い
る
坂
本
氏
の
美
艶
仙
女
香
由
来
の

能
書
全
文
は
、
ほ
ぼ
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

「
御
か
ほ
の
妙
薬 
美
艶
仙
女(

び
え
ん
せ
ん
じ
ょ)

香(

か
う) 

 

一
包
四
十
八
銅 

 

此
御

く
す
り
は
、
享
保
十
一
年
二
十
一
番
の
船
主
、
伊
孚
九
と
い
へる
清
朝
人
、
長
崎
偶
居
の
時
、

丸
山
中
の
近
江
屋
の
遊
女
菊
野
に
授
た
る
顔
の
薬
の
奇
方
な
り
。
伝
て
い
ふ
、
清
朝
今
の
か
ら

に
て
宮
中
の
婦
人
常
に
此
薬
を
用
て
粧
を
か
さ
る
と
ぞ
。
習
の
伝
方
故
あ
つ
て
予
が
家
に
伝
へ

た
る
を
、
此
度
世
に
弘
る
も
の
也
。
今
世
上
に
顔
の
く
す
り
と
称
す
る
も
の
、
あ
ま
た
あ
り
て
、

色
は
い
づ
れ
も
初
霜
の
お
き
ま
ど
わ
せ
る
菊
な
れ
ど
も
、
家
方
の
妙
薬
は
別
種
の
基
剤
さ
れ

ば
、
世
上
の
顔
の
薬
と
一(

ひ
と)

列(

つ
ら)

に
下(
み)
看(
な
し)

給
ふ
事
な
か
れ
。 

 
 

 
 

 
 

効
能 

 
 

 

御
用
ひ
や
う
水
に
て
と
き
つ
く
べ
し
。 

▲
常
に
用
て
い
ろ
を
白
く
し
き
め
を
こ
ま
か
に
す
。
▲
は
た
け
そ
ば
か
す
に
よ
し
。
▲
で
き

も
の
ゝ
あ
と
を
は
や
く
治
す
。
▲
い
も
か
ほ
に
用
て
し
ぜ
ん
と
い
も
を
治
す
。
▲
に
き
び
か
ほ

の
で
き
も
の
に
妙
也
。
▲
は
だ
を
う
る
ほ
す
く
す
り
ゆ
ゑ
常
に
用
れ
ば
、
年
た
け
て
も
顔
に
し

は
の
よ
る
こ
と
な
し
。
▲
惣
身
一
切
の
で
き
も
の
に
よ
し
。
▲
ひ
ゞ
た
む
し
う
る
し
か
ぶ
れ
あ

せ
も
に
妙
也
。
股
の
す
れ
に
付
て
よ
し
。
▲
か
ミ
そ
り
け
ぬ
き
か
ぶ
れ
に
よ
し
。
▲
蚊
の
ミ
喰

跡
に
付
て
よ
し
。
▲
櫛
す
れ
枕
す
れ
に
よ
し
。 

 

調
合
売
弘
所
江
戸
京
ば
し
南
て
ん
ま
町
三
丁
目 

い
な
り
新
道
い
な
り
の
東
と
な
り 

 

坂
本
氏 

口
上 

右
の
お
く
す
り
十
包
以
上
御
も
と
め
被
下
候
ハ
ゝ
、
当
時
三
芝
居
、
立
役
女
形
、
正

め
い
自
筆
の
御
扇
子
、
け
い
ぶ
つ
と
し
て
差
上
申
候
間
、
十
包
以
上
御
も
と
め
被
遊
候
節
は
、

御
こ
の
ミ
の
役
者
名
前
御
し
る
し
御
こ
し
可
被
下
候
。
其
品
差
上
申
候
。
」 

 

こ
の
宣
伝
文
中
に
、「
此
御
く
す
り
は
、
享
保
十
一
年
二
十
一
番
の
船
主
伊
孚
九
と
い
へる
清
朝

人
、
長
崎
偶
居
の
時
、
丸
山
中
の
近
江
屋
の
遊
女
菊
野
に
授
た
る
顔
の
薬
の
奇
方
な
り
。
」と
あ
る

が
、
享
保
十
一
年(

一
七
二
六)

は
文
政
五
年
頃
か
ら
ほ
ぼ
百
年
ほ
ど
前
に
当
た
る
。「
伊
孚
九(

い
ふ

き
ゅ
う)

」(

一
六
九
八
～
一
七
四
七
？)

は
実
在
の
人
物
で
、
長
崎
に
何
度
か
来
航
し
た
貿
易
商
で
、

余
技
に
南
宗
画
に
長
じ
、
当
時
の
知
識
人
に
高
く
評
価
さ
れ
た
と
い
う
。『
伊
孚
九
池
大
雅
山
水

画
譜
』(

享
和
三
年(

一
八
〇
三)

刊)

も
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
で
は
一
部
の
人
た
ち
に
し
か
知

ら
れ
て
い
な
い
人
物
と
思
わ
れ
る
。
特
に「
享
保
十
一
年
二
十
一
番
の
船
主
」と
い
う
記
述
に
つ
い
て

は
典
拠
不
明
で
あ
る
が
、
伊
孚
九
に
つ
い
て
は
、
寛
政
九
年(

一
七
九
七)

『
好
古
日
録
』末
に
記
載
が

あ
る
。
そ
れ
に
は「
百
十
七 

 

伊
孚
九 

伊
海
父
嘗
、
海
外
ニ
貿
易
ス
。
一
夜
、
東
海
洋
中
ニ
シ
テ
男

子
生
ト
夢
ム
。
家
ニ
還
レ
バ
妻
男
子
ヲ
安
産
ス
。
即
感
夢
ノ
夜
也
。
故
ニ
海
ト
名
ツ
ケ
孚
九
ト
字
ス
。

享
保
十
一
年
廿
八
番
ノ
船
ニ
乗
ジ
テ
、
始
テ
長
崎
ニ
来
リ
、
延
享
中
ニ
至
リ
廿
余
年
ノ
間
往
来
ス
。

其
写
ス
書
画
世
上
ニ
賞
セ
ラ
ル
。
最
風
韵
ア
リ
。
印
行
啽
囈
録
海
書
ス
ル
所
也
。
欧
法
愛
ス
ヘシ
」(『
日

本
随
筆
大
成
』一
ノ
二
十
二 

吉
川
弘
文
館)

と
あ
る
。「
二
十
一
番
」と「
廿
八
番
」と
い
う
違
い
が

あ
る
が
、
こ
こ
ら
あ
た
り
を
典
拠
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
本
は
当
時
の
知
識
人
に
愛
用
さ

れ
た
と
い
う
。
又
、
関
係
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
文
政
五
年
春
頃
か
ら「
唐
人
踊
り
」(

か
ん

〱
の

う)

と
い
う
見
世
物
が
流
行
っ
た
と
い
う
。
隣
国
清
に
興
味
が
集
ま
り
、
渡
来
し
た
化
粧
品
に
結
び

付
け
、
話
題
性
を
ね
ら
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

な
お
、
坂
本
商
店
の
広
告(

『
東
京
案
内
』下
巻
広
告 

明
治
四
十
二(

一
九
〇
九))

 (

16)

に
、「
文
政

年
間
ニ
開
業
ス
」と
い
う
文
面
が
あ
る
の
で
、
古
い
店
で
は
な
い
の
が
わ
か
り
、
秘
伝
を
伝
え
て
き
た

と
い
う
が
、
こ
の
時
期
ま
で
販
売
し
な
か
っ
た
の
は
い
ぶ
か
し
い
こ
と
で
あ
る
の
で
、
能
書
は
創
作
さ

れ
た
と
い
う
疑
問
符
が
付
さ
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
知
識
が
あ
り
、
広
告
文
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
役
者
自
筆
の
扇
を
景
物
と
す
る

企
画
を
発
案
で
き
た
の
は
、
名
主
和
田
源
七
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ほ
か
に
依

頼
さ
れ
た
人
物
の
存
在
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

文
政
五
～
七
年
頃
の
刊
行
物
か
ら
浮
か
び
上
が
る
人
物
の
一
人
に
為
永
春
水
が
い
る
と
考
え
ら

れ
る
の
だ
が
、
今
回
は
本
題
を
離
れ
る
の
で
、
幾
つ
か
事
例
を
あ
げ
る
の
み
に
と
ど
め
、
今
後
の
論

議
に
期
し
た
い
。 

為
永
春
水(

寛
政
二
年(

一
七
九
〇)

～
天
保
十
四
年(

一
八
四
三))

は
屋
号
越
前
屋
、
通
称
長
次

郎
。
二
十
五
歳
ご
ろ
書
肆
青
林
堂
を
経
営
し
、
式
亭
三
馬
の
門
人
と
な
り
、
振
鷺
亭
の
跡
を
つ
ぎ

二
世
と
号
し
た
。
教
訓
亭
為
永
と
も
、
二
世
南
仙
笑
楚
満
人
と
も
名
乗
っ
て
い
る
。
柳
亭
種
彦
に

も
近
づ
き(

17)
、
歌
舞
伎
界
と
も
近
し
か
っ
た
。 

井
上
隆
明
著『
江
戸
コ
マ
シ
ャ
ー
ル
文
芸
史
』(

高
文
堂
出
版
社 

一
九
八
六)

に
は
、
春
水
が「
処

女
香
」「
丁
子
車
」「
初
み
ど
り
」を
春
水
製
剤
と
し
て
広
告
文
を
作
成
し
て
い
る
事
実
を
記
述
し
て
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美
艶
仙
女(

せ
ん
じ
ょ)

香 

坂
本
氏
」
と
役
者
絵

 
(14) 

い
る
。 

天
保
十
二
年(

一
八
四
一)

『
春
色
伝
家
の
花
』(

18)

に
、 

 
姿
は
見
え
ね
ど
、
暗
闇
に
て
も
隠
れ
は
あ
ら
ぬ
、
梅
が
香
の
薫
り
に
勝
る
仙
女
香
の
化
粧

の
匂
ひ
ほ
の
め
き
て
、
肌
に
は
た
し
か
花
橘
、
処
女
香(

む
す
め
か
う)

の
効
能
深
く
、
口
に
ふ

く
み
し
梅
の
雪
、
ゆ
か
し
き
常
の
身
た
し
な
み
、
真
の
美
人
と
賞
す
べ
し
。
因
に
よ
つ
て
、
今
右

に
し
る
す
薬
は
、
女
中
衆
の
常
に
用
ひ
た
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
化
粧
の
品
、
又
た
し
な
み
の
妙
薬
な

り
。 ○

美
艶
仙
女
香
当
世
白
粉
の
第
一
番 

南
伝
馬
町 

坂
本
氏
製 

○
御
化
粧
水
花
橘 

硝
子
入 
小
伝
馬
町 

丁
子
屋 

店 

○
お
し
ろ
い
下
肌
の
く
す
り
処
女
香 

し
ぜ
ん
と
い
ろ
の
白
く
な
る
み
や
う
や
く 

弥
左

衛
門
町 

大
島
屋 

○
御
懐
中
た
し
な
み
薬
梅
の
雪 

小
伝
馬
町 
丁
子
屋 

と
い
う
宣
伝
を
載
せ
て
い
る
。
版
元
大
島
屋
伝
右
衛
門
と
丁
子
屋
平
兵
衛
で
売
り
さ
ば
い
て
い

た
化
粧
品
類
は
春
水
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
記
し
た
が
、
こ
の
文
面
で
は
仙
女
香
も
同
列
に

扱
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
文
政
四
～
七
年
頃
の
春
水
は
書
肆
青
林
堂
を
営
み
、
二
世
振
鷺
亭
や
二

世
南
仙
笑
楚
満
人
と
名
乗
り
、
執
筆
を
し
て
い
る
。
此
頃
の
人
情
本
や
滑
稽
本
の
作
中
に
、
春
水
の

親
戚
筋
と
云
わ
れ
る
瀧
亭
鯉
丈
と
共
に
刊
行
し
た
も
の
の
中
に
、
巻
末
の
広
告
で
は
な
く
、
坂
本

氏
宣
伝
を
作
中
人
物
に
語
ら
せ
て
い
た
り
、
特
別
に
取
り
上
げ
て
い
た
り
す
る
。
他
の
場
合
と
比
べ

て
、
よ
り
宣
伝
に
努
め
た
感
じ
が
す
る
の
で
あ
る
。
幾
つ
か
事
例
を
あ
げ
る
。 

〔
事
例
〕 

○
文
政
五
年(

一
八
二
二) 

こ
の
時
期
は
、
貼
付
や
挿
入
に
な
る
。 

瀬
川
如
皐
著『
木
曽
義
仲
鼎
臣
録
』 

英
泉
画 

青
林
堂
越
前
屋
長
次
郎 

文
政
五
年 

貼
付 

 

「
御
か
ほ
の
く
す
り 

美
艶
仙
女
香 

こ
の
く
す
り
は
、
享
保
十
一
年
二
十
一
番
の
船
主
伊

孚
九
と
い
へる
唐
人
長
崎
偶
居
の
時
、
丸
山
の
全
盛
中
近
江
や
菊
野
と
称
せ
し
遊
女
に
受
し
、

奇
代
の
妙
や
く
也
。
効
能
は
包
紙
＊
に
く
わ
し
く
し
る
す
。 

○
十
包
以
上
御
も
と
め
被
下

候
へば
、
三
芝
居
役
者
自
筆
の
扇
景
物
に
さ
し
上
候
。
御
用
の
せ
つ
は
、
御
ひ
ゐ
き
の
役
者
名

前
御
好
被
可
成
候
。 

調
合
弘
所 

江
戸
南
伝
馬
町
三
丁
目
い
な
り
新
道
い
な
り
の
東
と
な

り
に
て 

さ
か
本
氏
製
」 

＊
こ
の
包
紙
は
、「
江
戸
時
代
賣
薬
広
告
引
札
貼
込
帖
帖
」(

都
立
中
央
図
書
館
蔵 

特
五
一
一

九)

、「
江
戸
期
白
粉
包
紙
集
」ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所)

に
所
収 

 ○
文
政
六
年(

一
八
二
三) 

楚
満
人
門
人
駒
人
著『
紀
文
大
尽
全
盛
葉
南
志
』
上 

英
泉
画 

文
政
五
年
秋
序 

文
政
六
年 

青
林
堂 

 

こ
の
人
情
本
は
、
向
井
信
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
新
板
を
装
っ
て
い
る
が
、
刊
年
不
明
の
故
人
振
鴬

亭
作『
夕
霧
一
代
記
』の
改
題
後
摺
本
。
こ
の
あ
と
、
版
木
が
上
方
へ移
り
、『
全
盛
貞
女
夕
霧
物
語
』

と
改
題
さ
れ
る
。(『
江
戸
文
藝
叢
話
』 

八
木
書
店 

一
九
九
五)

こ
ち
ら
に
は
、「
崎
陽
丸
山
の
遊

君
清
人
伊
孚
九
よ
り 

美
艶
仙
女
香
の
秘
法
を
授
る
濫
觴
」と
あ
る
一
丁
分
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
崎
陽
丸
山
の
遊
君
清
人
伊
孚
九
よ
り 

美
艶
仙
女(

せ
ん
ぢ
よ)

香
の
秘
法
を
授
る
濫
觴

(

お
こ
り)

」 

 

「
此
御
く
す
り
は
、
享
保
十
一
年
二
十
一
番
の
船
主
伊
孚
九
と
い
へる
清
朝
人
、
長
崎
偶
居

の
時
、
丸
山
中
の
近
江
屋
の
遊
女
菊
野
に
授
た
る
顔
の
く
す
り
の
奇
方
な
り
。
伝
て
云
、
清
朝

今
の
か
ら
に
て
、
宮
中
の
婦
人
此
く
す
り
を
用
ひ
て
、
粧
ひ
を
か
ざ
る
と
そ 

渓
斎
画
」 

「
御
顔
の
妙
薬 

美
艶
仙
女
香 

一
包
四
十
八
銅 

上
に
述
る
ご
と
く
の
伝
方
、
故
あ
つ
て

予
が
家
に
伝
へた
る
を
、
此
度
世
に
弘
む
る
も
の
也
。
今
世
上
に
か
ほ
の
く
す
り
と
称
す
る
も

の
あ
ま
た
あ
り
て
、
色
は
い
づ
れ
も
初
霜
の
置
き
ま
ど
は
せ
る
菊
＊
な
れ
ど
も
、
家
方
の
妙
薬

は
、
別
種
の
奇
剤
な
れ
ば
、
世
上
の
か
ほ
の
く
す
り
と
一
列
に
下(

み)

看(

な
し)

給
ふ
こ
と
な

か
れ
。 

効
能 

○
用
ひ
や
う 

水
に
と
き
つ
け
て
よ
し
。
▲
常
に
用
ひ
て
い
ろ
を
白
く
し
き
め
を
こ

ま
か
に
す
。 

▲
は
た
け
そ
ば
か
す
田
む
し
に
よ
し
。
▲
に
き
び
か
ほ
の
で
き
も
の
に
妙
也
。

▲
は
だ
を
う
る
ほ
す
薬
ゆ
ゑ
常
に
用
ゆ
れ
ば
、
と
し
た
け
て
も
か
ほ
に
し
は
の
よ
る
こ
と
な
し
。

▲
惣
身
一
切
の
で
き
も
の
に
よ
し
。
▲
ひ
ゞ
あ
か
ぎ
れ
あ
せ
も
に
よ
し
。
股
の
す
れ
に
は
す
れ

る
所
へす
り
つ
け
て
よ
し
。 

調
合
売
弘
所 

江
戸
京
橋
南
て
ん
ま
町
三
丁
目 

い
な
り
じ
ん
道
い
な
り
の
東
ど
な
り 

坂

本
氏(

印) 

右
の
御
く
す
り
、
十
包
以
上
御
も
と
め
被
下
候
は
ゞ
、
当
時
三
芝
居
、
た
て
も
の
立
役
女
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(15) 

美
艶
仙
女(

せ
ん
じ
ょ)

香 

坂
本
氏
」
と
役
者
絵

形
、
正
め
い
自
筆
の
御
扇
子
け
い
ぶ
つ
と
し
て
差
上
申
候
間
、
十
包
以
上
御
求
め
被
遊
候
せ
つ

は
、
御
こ
の
み
の
や
く
し
や
名
前
御
し
る
し
御
こ
し
可
被
下
候
。
其
品
々
差
上
申
候
。
」 

＊
「
心
あ
て
に
折
ら
ば
や
折
ら
む 

初
霜
の
お
き
ま
ど
わ
せ
る
白
菊
の
花
」
凡
河
内
躬
恒 

『
古
今
集
』 

 

 

瀧
亭
鯉
丈
戯
作『
柳
髪
新
話
浮
世
床
』三
編
中
巻 

英
泉
画 

文
政
六
年 

鶴
屋
金
助
・

越
前
屋
長
次
郎
・堺
屋
国
蔵
合
版 

「
コ
ウ

〱
白
粉
と
い
へ
ば
南
伝
馬
町
の
仙
女
香
は
。
奇
妙
だ
ゼ
。
盲
こ
う
な
ん
ぞ
は
。
あ
れ

を
用
い
れ
ば
い
ゝ
。
菊
石
が
直
る
程
だ
か
ら
凸
凹
も
。
ち
つ
と
は
。
て
へ
ら
に
成
る
だ
ろ
う
。
」

(

略)

「
ぜ
う
だ
ん
は
お
い
て
。
近
年
は
。
さ
ま

〲
な
白
粉
や
。
顔
の
薬
が
出
来
た
そ
ふ
だ
て
。

お
ら
が
娘
の
奉
公
先
か
ら
も
。
ヤ
レ
何
処
の
ゝ
が
い
ゝ
の
。
そ
れ
。
其
処
の
が
い
ゝ
の
と
。
イ
ヤ
使

の
た
ん
び
に
。
買
所
が
ち
が
つ
て
。
扨
〻
う
る
せ
へ事
ヨ
。
惚「
モ
シ
今
の
は
な
し
の
は
。
実
に
よ

ふ
ご
ぜ
へ
す
。
わ
た
し
等
は
。
顔
に
用
は
ね
へ
が
。
総
身
の
種
物
ひ
ゞ
あ
か
ぎ
れ
。
あ
せ
も
。
イ

ヤ
股
の
す
れ
る
な
ぞ
に
は
。
奇
代
。
そ
し
て
一
ト
包
五
十
だ
が
。
拾
包
か
ら
は
。
三
芝
居
の
立

テ
物
手
合
。
だ
れ
で
も
こ
つ
ち
の
の
ぞ
み
次
第
の
。
正
筆
の
扇
を
。
景
物
に
よ
こ
す
か
ら
。
お
や

し
き
方
への
。
つ
か
ひ
も
の
に
は
。
一
ト
し
ほ
妙
サ 

隠「
フ
ム
ン
成
程
手
を
尽
し
た
世
の
中
た
ゾ
。

代
物
を
よ
く
し
た
上
て
お
ま
け
が
。
つ
く
そ
れ
で
は
。
は
や
り
そ
ふ
な
も
ん
だ
。
ち
つ
と
も
ふ

け
て
。
た
ん
と
売
気
だ
。
そ
り
や
ア
何
処
で
売
や
す 

惚「
エ
ゝ
南
伝
馬
町
三
丁
め
の
稲
荷
新

道
で
。
仙
女
香
と
聞
と
直
知
れ
や
す
。
稲
荷
様
の
東
隣
さ
。
ヘン
何
も
こ
ん
な
に
脾
の
腹
も
ん

で
。
お
し
へる
訳
も
ね
へが
。
此
様
ナ
。
い
ゝ
お
し
ろ
ひ
は
。
女
中
方
の
。
た
め
に
な
る
事
だ
か
ら
。

ど
う
ぞ
弘
メ
て
へ。
年
中
女
に
苦
労
さ
せ
る
。
つ
み
ほ
ろ
ぼ
し
に
。
な
ろ
ふ
と
思
つ
て
」 

 

○
文
政
七
年(

一
八
二
四) 

南
仙
笑
楚
満
人
・瀧
亭
鯉
丈
合
作『
浦
里
時
次
郎 

明
烏
後
正
夢
』五
編
中 

巻
之
十
四 

 

英

泉
画 

文
政
七
年 

青
林
堂 

 

「
・・は
や
く
よ
こ
し
て
お
く
れ
と 

そ
ふ
い
つ
て
来
や
そ
れ
か
ら
其
序
に
の
店
へい
つ
て
仙
女

香
お
く
れ
と
い
つ
て
一
包
か
つ
て
来
な
。
又
道
草
を
く
つ
て
遊
ん
て
居
め
へよ
。 

今
一
人
の
お

み
つ 

「
コ
レ
サ
お
里
さ
ん
そ
の
仙
女
香
と
や
ら
は
何
の
薬
だ
。 

又
一
人
の
お
ち
よ「
ヲ
ヤ
お

光
さ
ん
お
め
へま
た
し
ら
ね
へか
。
此
あ
い
た
流
行
も
の
て
、
と
ん
だ
よ
く
き
く
薬
白
粉
の
事
サ
。

わ
つ
ち
や
ァ
、
お
里
さ
ん
に
お
そ
わ
つ
て
か
ら
、
買
て
付
る
か
、
第
一
き
め
を
こ
ま
か
に
し
て
、

顔
の
出
来
物
や
に
き
び
そ
ば
か
す
な
ん
ぞ
に
や
ァ
、
誠
に
奇
妙
た
よ
。
こ
れ 

〱
爰
に
包
ん

た
紙
が
有
る
が
、
こ
れ
を
読
て
見
な
。 

お
み
つ 

「
ど
れ

〱
、
オ
ヤ
何
だ
と
。
御
顔
の
薬
美
艶

仙
女
香
一
包
四
十
八
孔
。
こ
の
御
薬
は
享
保
十
一
年
二
十
一
番
の
船
主
伊
孚
九
と
い
へる
唐

人
長
崎
偶
居
の
時
、
丸
山
の
全
盛
中
近
江
屋
菊
野
と
称
せ
し
遊
女
に
さ
づ
け
し
奇
代
の
妙
薬

也
。
ヲ
ヤ
、
お
そ
ろ
し
く
六
ヶ
敷
事
か
書
て
あ
る
よ
。
そ
ん
な
ら
わ
た
し
も
か
つ
て
付
て
見
よ

う
よ
・・」 

 

南
仙
笑
楚
満
人
序 

瀧
亭
鯉
丈
作『
滑
稽
牛
嶋
土
産
』 

英
泉
画 

文
政
七
年 

双
鶴
堂
鶴
屋
金

助
・文
永
堂
大
島
屋
伝
右
衛
門
・青
林
堂
越
前
屋
長
次
郎 

 

中
の
巻
見
返 

「
申
ノ
卯
日
附 

正
大 

三
日
十
五
二
十
七
、
二
大 

九
、
廿
一
、
三 

三
、
十
五
、
廿
七
、 

四 

十
、
廿
二
、

五
大 

五
、
十
七
、
廿
九
、 

六 

十
弌
、
廿
三
、 

七 

六
、
十
八
、
八
大 

一
、
十
三
、
廿
五
、 

八
壬 

七
、
十
九
、 

九
大 

二
、
十
四
、
廿
六
、 

十 

八
、
廿
、 

十
一
大 

三
、
十
五
、
廿
七
、 

十
二
大 

九
、
廿
一
、 

新
玉
の
年
立
か
へる
春
の
旦(

あ
し
た)

の
初
卯
詣
は
、
年
毎
の
こ
と
な
が
ら
貴
賎
の
群
集
引

も
き
ら
ず
、
江
戸
芸
者
は
い
ふ
も
更
な
る
は
で
姿
。
や
し
き
も
町
も
お
し
な
へて
、
化
粧
は
名

に
負
ふ
仙
女
香
。
粧
ひ
か
ざ
り
て
出
か
け
れ
ば
、
往
来
人(

み
ち
ゆ
く
ひ
と)

の
あ
だ
口
に
、
イ

ヨ
や
ま

〱
と
ほ
め
詞
は
、
彼
李(

か)

園(

ぶ
き)

役
者
の
杜
若(

と
じ
や
く)

を
さ
す
か
、
又
は
此

白
粉
の
売
る
事
の
多
を
い
ふ
か
。
彼
は
亀
井
戸
に
聞
ふ
る
生(

た
て)

且(

お
や
ま)

、
こ
れ
は
京

橋
に
名
高
き
坂
本
氏
。
い
づ
れ
も
当
時
の
流
行
は
、
五
分
も
す
か
ざ
る
お
女
中
方
。
皆
御
存

の
仙
女
香
、
此
白
粉
は
粧
ひ
て
は
、
崑
崙(

く
ろ
ん
ほ
う)

よ
り
つ
り
を
と
る
べ
き
生(

う
ま
れ)

質

(

つ
き)

の
お
方
で
も
、
忽
変
る
仙
女
の
姿
。
極
上
〻
無
類
飛
切
の
位
に
い
た
ら
ん
こ
と
。
奇
〻

妙
〻
の
妙
義
さ
ま
の
御
利
正
に
さ
も
似
た
る
、
此
妙
薬
の
利
目
を
ば
爰
に
用
ひ
て
、
三(

み
つ)

扇(
あ
ふ
ぎ)

末
広
が
り
に
商
ひ
の
、
栄
へ
ん
こ
と
を
岩
井(

い
わ
ゐ)

つ
ゝ
、
頼
に
ま
か
す
る
卯
の

日
附
。
こ
も
亀
井
戸
の
大
和
屋
に
ゆ
か
り
の
文
を
、
杜
若(

か
き
つ
ば
た)

元
よ
り
美
艶
の
白
粉

に
、
丁
子
車
の
か
ほ
り
を
そ
へて
、
益
繁
昌
せ
ん
こ
と
を
余
慶
の
し
ご
と
に
こ
ひ
ね
が
ふ
。
其
口

上
を
宣
る
も
の
は
、
東
都
の
戯
作
者 

南
仙
笑
楚
満
人(

花
押)

」 
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美
艶
仙
女(

せ
ん
じ
ょ)

香 

坂
本
氏
」
と
役
者
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(16) 

終
わ
り
に 

美
艶
仙
女
香
と
坂
本
氏
は
、
種
々
論
議
が
あ
り
、
見
落
と
し
た
も
の
も
多
数
あ
る
。
今
回
取
り

上
げ
た
役
者
絵
類
も
ほ
ん
の
一
部
で
あ
り
、
課
題
も
多
く
残
る
。
今
後
の
研
究
報
告
を
俟
ち
た
い

と
思
う
。 

今
は
亡
き
鳥
居
秀
男
氏
、
増
井
美
知
子
氏
の
御
教
示
に
感
謝
し
た
い
。
小
池
章
太
郎
氏
に
も
格

別
な
御
教
示
を
頂
い
て
い
る
。
赤
間
亮
氏
、
湯
浅
淑
子
氏
、
吉
田
和
代
氏
、
中
村
恭
久
氏
の
御
協
力

に
も
感
謝
す
る
。
久
保
田
知
子
氏
に
も
お
世
話
に
な
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。 

掲
載
許
可
を
い
た
だ
い
た
各
所
蔵
機
関
に
も
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。 

  

〔
注
〕 

 (

1) 

花
咲
一
男「
坂
本
氏
・仙
女
香
図
説
」（『
化
粧
文
化
』４ 

ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所

1981

）
・

「
仙
女
香
図
説 

補
遺
」（『
化
粧
文
化
』
18 

1988

）・「
仙
女
香
の
広
告
文
学
」（『
化
粧
文

化
』
25 

1991

） 

湯
浅
淑
子「
仙
女
香
と
出
版
物
の
改
掛
」（『
徳
川
幕
府
と
巨
大
都
市
江

戸
』東
京
堂
出
版 

2003

） 

井
上
隆
明
著『
江
戸
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
文
芸
史
』（
高
文
堂
出
版

社 
1986

） 

渡
辺
信
一
郎
著『
江
戸
の
化
粧
』（平
凡
社 

2002

） 

武
藤
元
昭
監
修 

木

越
俊
介
編
著『
人
情
本
入
門
』（花
鳥
社 

2024

）等 

(

2) 

湯
浅
淑
子「
仙
女
香
と
出
版
物
の
改
掛
」（『
徳
川
幕
府
と
巨
大
都
市
江
戸
』東
京
堂
出
版 

2003

） 

『
偐
紫
田
舎
源
氏
』三
編
上
、
十
四
編
上
、
十
五
編
上 

(

3
） 

花
咲
一
男「
仙
女
香
の
広
告
文
学
」（『
化
粧
文
化
』
25 

ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所 

1991

） 

(

4
） 

中
村
惠
美
著「
市
川
団
十
郎
家
贔
屓
・安
宅
松
す
し
」（『
八
代
目
市
川
団
十
郎
画
像
資
料

集
』Ⅴ 

2024

） 

(

5
） 

神
田
由
築「
江
戸
の
音
曲
文
化
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
222 

2020

） 

(

6
） 

西
原
柳
雨
編『
川
柳
江
戸
歌
舞
伎
』春
陽
堂 

1925

）、
小
池
章
太
郎
著『
考
証
江
戸
歌
舞

伎
』三
樹
書
房 

1979

） 

(

7
） 

花
咲
一
男「
坂
本
氏
・仙
女
香
図
説
」（『
化
粧
文
化
』４ 

ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所 

1981

） 

(

8
） 

花
咲
一
男「
仙
女
香
図
説 

補
遺
」（『
化
粧
文
化
』
18 

ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所 

1988

） 

(

9) 

花
咲
一
男「
仙
女
香
図
説 

補
遺
」（『
化
粧
文
化
』
18 

ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所 

1988

） 

(

10) 

湯
浅
淑
子「
仙
女
香
と
出
版
物
の
改
掛
」（『
徳
川
幕
府
と
巨
大
都
市
江
戸
』東
京
堂
出
版 

2003

） 

(

11) 

湯
浅
淑
子「
仙
女
香
と
出
版
物
の
改
掛
」（『
徳
川
幕
府
と
巨
大
都
市
江
戸
』東
京
堂
出
版 

2003

） 

(

12) 

湯
浅
淑
子「
仙
女
香
と
出
版
物
の
改
掛
」（『
徳
川
幕
府
と
巨
大
都
市
江
戸
』東
京
堂
出
版 

2003

） 

(

13) 

氏
名
、
生
年
は
名
古
屋
大
学『
人
事
興
信
録
』デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
に
よ
る
。
代
数
は
、
小
宮

商
店H

P

。
（二
〇
二
四
年
七
月
十
四
日
現
在
） 

(

14) 

湯
浅
淑
子「
仙
女
香
と
出
版
物
の
改
掛
」（『
徳
川
幕
府
と
巨
大
都
市
江
戸
』東
京
堂
出
版 

2003

） 

(

15) 

花
咲
一
男「
坂
本
氏
・仙
女
香
図
説
」（『
化
粧
文
化
』４ 

ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所 

1981

） 

(

16) 

花
咲
一
男「
坂
本
氏
・仙
女
香
図
説
」（『
化
粧
文
化
』４ 

ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所 

1981

） 

(

17) 

武
藤
元
昭
監
修 

木
越
俊
介
編
著『
人
情
本
入
門
』（花
鳥
社 

2024

） 

(

18) 

武
藤
元
昭
監
修 

木
越
俊
介
編
著『
人
情
本
入
門
』（花
鳥
社 

2024

）・松
永
瑠
成「
大

島
伝
右
衛
門
と
池
田
屋
一
統-

売
薬「
処
女
香
」を
端
緒
と
し
て
」（『
出
版
研
究
』
50 

日
本
出
版
学
会 

2019

） 

 
 

似顔は、五代目岩井半四郎。 

定紋は丸に三ッ扇、替紋は杜若、丁子車。 

図 18 文政七年刊 『牛嶋土産』 
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〔
図
版
出
典
〕 

 

図
1 

個
人
蔵 

「
鏡
山
行
列
之
図
」歌
川
国
貞(

香
蝶
楼
国
貞
画) 

大
判
三
枚
続
の
内 

鶴
屋
喜
右
衛
門
・

西
村
屋
与
八 

極 
図
2 

個
人
蔵 

 
「
仙
女
香
の
商
人
箱
虎 

市
川
銀
兵
衛
」 

歌
川
国
貞(

五
渡
亭
国
貞
画) 

大
判 

 
蔦
屋
吉
蔵 

極 

図
3 

国
会
図
書
館 

『
朧
染
浮
名
之
色
衣
』 

四
巻
巻
末
蔵
版
目
録 

蔦
屋
吉
蔵 

文
政
六
年 

207-855 

図
4 

都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫 

「
道
外
見
冨
利
十
二
志
」歌
川
国
芳(

一
勇
斎
国
芳
例
の
戯
画)

大
判
三
枚
組
の
内 

恵
比

寿
屋
庄
七 

村
田
・米
良 

 
584-C

009-02 

図
5 

演
劇
博
物
館 

 

「
げ
い
者
お
し
ゅ
ん 

岩
井
半
四
郎
」ほ
か 

歌
川
国
芳(

一
勇
斎
国
芳
画)

大
判
三
枚
続 

丸
屋
清
次
郎 

極 
005-0560

・101-3481

・101

－3482 

図
6 

V
ictoria and A

lbert M
useum

 

「
う
づ
ら
権
兵
衛 

大
谷
友
右
衛
門
・寺
西
か
ん
し
ん 

嵐
冠
十
郎
」ほ
か 

歌
川
国
芳(

一

勇
斎
国
芳
画)

大
判
三
枚
続 

太
田
屋
佐
吉 
極 

 

図
7 

V
ictoria and A

lbert M
useum

 

「
う
づ
ら
権
兵
衛 

大
谷
友
右
衛
門
」ほ
か 

歌
川
国
芳(
一
勇
斎
国
芳
画)

大
判
三
枚
続 

上
州
屋
重
蔵 

極 
 

図
8 

演
劇
博
物
館 

「
当
盛
三
福
対 

お
千
代 

岩
井
半
四
郎
」歌
川
国
芳(

一
勇
斎
国
芳
画)

大
判 

川
口
屋

長
蔵 

極 
101-3277 

図
9 

個
人
蔵 

 

歌
川
国
芳
画「
幡
す
ゐ
長
兵
衛 

坂
東
三
津
五
郎
」 (

一
勇
斎
国
芳
画) 
大
判 

江
戸
屋

松
五
郎
か 

極) 

図
10 

ベ
ル
リ
ン
国
立
ア
ジ
ア
美
術
館 

「
大
ふ
く
屋
宗
六 

沢
村
訥
升 

小
女
沢
村
沢
平
」ほ
か 

歌
川
国
貞(

五
渡
亭
国
貞
画) 

大
判
二
枚
続 

蔦
屋
吉
蔵 

極 

図
11 

阪
急
文
化
財
団
池
田
文
庫 

「
金
谷
金
五
郎 

市
川
団
十
郎
」ほ
か 

歌
川
国
貞(

五
渡
亭
国
貞
画) 

大
判
三
枚
続 

 

山
口
屋
藤
兵
衛 

極 
 

 

図
12 

早
稲
田
大
学
図
書
館 

『
瑠
璃
紫
江
戸
朝
顔
』.

後
編
巻
末 

市
川
三
升
作 

歌
川
豊
国
画 

山
口
屋
藤
兵
衛 

文
政
五
年 

 

ヘ13 02378 0343 

図
13
、
15 

早
稲
田
大
学
図
書
館 

『
一
番
太
鼓
春
の
曙
』 

前
・後
編
巻
末 

市
川
三
升
作 

歌
川
豊
国
画 

西
宮
新
六 

 

文
政
六
年 

ヘ13 02378 0344 

図
14 

国
会
図
書
館 

『
江
都
錦
双
蝶
曽
我
』 

六
巻
巻
末 

 

市
川
三
升
作 

歌
川
国
貞
画 

山
口
屋
藤
兵
衛 

文
政
七
年 

 
207-1180 

図
16 

個
人
蔵 

「
口
上
茶
番 

六
歌
仙 

景
物 

仙
女
香
美
玄
香 

坂
本
氏
」歌
川
国
貞(

香
蝶
楼
国
貞
画) 

横
大
判 

蔦
屋
吉
蔵 

極 

図
17 

中
井
文
庫 

『
須
磨
浦
の
濡
事
新
口
村
の
愁
嘆 

忍
弾
仇
汐
汲
』 

瀬
川
路
考
作 

歌
川
国
貞
画 

 

西
宮
新
六 

文
政
六
年 

図
18 

国
会
図
書
館 

『
牛
嶋
土
産
』三
巻
中
之
巻 

滝
亭
鯉
丈
作 

渓
斎
英
泉
画 

 

越
前
屋
長
次
郎 

 

文
政
七
年  

208-140 
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